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・朗読とは？

　　　　文章のイメージを声にして伝えること。

　　　　書かれた内容を聞き手に伝える作業。
　 
・目的　１．散文、戯曲、詩などを解釈する技量を獲得する。
　　　　　２．報告、議事録の朗読、ラジオ原稿を読むことなどに熟練する

　　　　　３．内容の良し悪しにとらわれず、読むことに（身振り、声の調子、言い回し、強調）に

集中できるようになる。
　　　　　 ４．感情移入する読み方が上達する。 
.  

　  

　・準備　 １．素材を選択する。
　　　　　  ２．何度も黙読してみる。

　　　　　  ３．内容を把握する。（意味、読み方を調べ正しく解釈する。）
　　　　  ４．声に出して何度も読む。

・原稿  　必要であれば自分自身の原稿を作る。

　　　　　（フレーズごとに蛍光ペンで印をしたり、強調する個所を太字にしたり

印をつけることができる。）
・声を出す技術
　　　①姿勢を整える。　　　胸を張り、まっすぐに立つ。

　　　②腹式呼吸と肺活量　　腹筋を鍛えて空気を鼻で吸い横隔膜を下げて、お腹を膨らませる。
　　　③声圧を高める。　　　小さくてもきちんと聞こえる声の力。
・表現のトレーニング
　①アクセント　　　　言葉の調子（語調）のこと。

ある部分を特に強くしたり、または高く発音することを言う。

　②イントネーション　抑揚とも言い、話し手の感情や会話の状況によって、言葉や文章の

一部分が音階的に上がったり、下がったりすること。

　③フレージング　　　フレーズ（句）の切り方のことで、「句節法」「区切り法」という。
　　　　　　　　　　　話の内容や、登場人物の性格を的確に伝えるため区切り方を考え、
　　　　　　　　　　　一語一句を丁寧に発音すること。

　④リズム　　　　　　アクセントやポーズによってグループ化された言葉のつながりが作る、

音声の流れや調子のこと。作品の内容や、場面設定を考え、作品に

ふさわしいリズムを見つける。
　⑤ポーズ　　　　　　音声が途切れた沈黙の一瞬のことで、「間」ともいう。
どこで、どのくらいの長さの間を作るか、話し手の感性が生かされ、

表現の幅を広げる効果的な方法。タイミングや長さに注意する。

　⑥プロミネンス　　　文中のある言葉や文節を強調すること。特に重要な部分や、相手に

知ってほしい部分をよりわかりやすく伝える方法で音の強弱で表現する。

使い方によっては話し手の感情までも伝えることが出来る。
　⑦アーティキュレーション　音の切り方や次の音との続け方のことで「歯切れ」「滑舌」ともいう。

　　　　　　　　　　　　　　早口言葉を使って舌の動きを滑らかに、言葉を明瞭に発音できる

ようにトレーニングすると良い。

*朗読の心構え

　①　身体の力を抜く。

　　　首、肩、胸、胴、腰、膝などを簡単に動かして力を抜いていく。

　　　リラックスして集中力を高める。

　②　「だれが、だれに」読んでいるかを決定する。
　　　 朗読者の主体を決定する。

　③  「何に感動し、何を伝えたいか」を決定する。

　　 　イメージを身体で受けとめると声がリアリティを持つ。

　④   作品の中の究極の一行、究極のひと言を見つける。

　　　 究極のひと言を見つけるということは作品全体を理解することになる。

　⑤　 素直な気持ちで読む。

　⑥   朗読すること自体を楽しみ、喜びを感じて読む。
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